




















































































































の部分）との繋 り具合が注目すべき点である。名所図会における詩歌の収載については、立項される名所として歌枕の存在が大きいことから、やはり和歌が中心であり、収載数も圧倒的である。 歌枕を詠み込んだ古歌を羅列して掲げるところ 多い。一方、狂歌は作者やその周辺人物が名 の制作に即して詠んだと見えるものや、そこまで即時的と 言えないにしても同時代性を持ち わせるものであるため、その関心事や作意が名所の解説記事と通ず ことが多い。以下にその 体的な関係の在り方を探り、狂歌の作中での働きを考えていく。
なった籬島社中に注目しながら、名所図会の狂歌について、詠作の事情や態度を考察していく。　
これに先立ち、籬島の名所図会と浅草庵市人の狂歌の関連を



























この一首が添えられた挿絵は、 書物を開 て遠方を指差す男と、眼鏡を手にその書物を覗きこむ男を描くもので、案内記のなかの名所を問い歩くさまと見える。この一首は、 『男踏歌』所載の籬島の狂歌が『東海道名所図会』出刊の春を言祝いでいるのと似た、 自賛 込めた作意と言えよう 同様のものとして 『東海道名所図会』の画工の一人 竹原春泉斎も、自身の描く「筆捨山」の俯瞰 （巻之二）に、次の狂歌を書き添えている。　　
狩野家さへ筆を捨たる所をば拾ふて図する無法眼也










































さしはさみて水の音つよく、霜に染たる紅葉ば、此牛の背に散かさなりて錦の褥を着たるか如し。 」と解説する。続けて古歌と発句を並べ、それらは何れも紅葉の叙景である。そして、最後に掲げられたこの狂歌で 、新たに「巣父」の故事が詠み込まれている。この故事は次のようなものである。堯帝が許由に天下を譲る 告げたところ、清廉な許由はこれを聞かされたことを厭って頴水で耳を洗い流した。そ 場に牛を連れて来ていた、やはり高士であ 巣父は、 （ ような事由で許由が耳を洗っ ）水を牛に飲ませ こと 厭ったという
（注
13）。籬島の





































































































この傍線部は、亀天の七夕 一首 下 句「星のごとくに金をちらして」に通じる。本文同様に、参詣の門徒の形容 同じ作意を込めた狂歌と漢詩を対置した趣向になっている である。　
以上のようなことから、社中の人々の詠についても、名所図
会の制作に即して本文を踏まえた、あるいは収載する 歌 間で作意に繋がりを持 せていたことが推測される。また、社中からは外れるが、次のような例もある。 『摂津名所図会』巻之六に、 紫雲山中山寺に参詣する道中の人々を描く風俗画があり
二二
みに


















































































































密さに関わる点で著者の態度に幅がある。たとえば、 籬島が 『都名所図会』を著す際に依拠した先行書の一つである『山城名勝志』は、旧記に忠実に従って著 、伝承や考察はこれと区別する厳格な態度を持っており、このことで地誌として高い評価を得ていた。籬島の名所図会は、複数 先行書物から蒐集し 内容を纏め上げた上に実地踏査の情報や文学的表現を加える形成手法のもとで、 『山城名勝志』ほどの厳密さを追求するような姿勢ではない 言える
（注
19）。そうしたなかで、狂歌を収載す






















する規模の構想を備えながらも、内容には文学性と娯楽性を取り入れ ところが大きく、狂歌の収載もその手法の一つと言える。これらの例からは、そ 実現が、解説における正確さ・厳密さの保持と、謬伝を含む巷説に対する柔軟さとの均衡の問題と深い相関関係にある と 窺い知られる。（四）狂歌と発句・漢詩　
名所図会中の籬島および社中の狂歌は、同じ素材を詠む発句
や漢詩とともに掲げられるところがある。ここまでに触れたもので振り返る 、まず九鯉 ④ 殿貞一の漢詩 とも 、堂島の米市 の、商人たちの取引の光景を詠んでいた。また、亀天の⑧と籬島の漢詩はともに、散銭を詠む作意が通ず ものであった。　
そして、このほかにも籬島自詠の狂歌と漢詩、あるいは狂歌






そうした一方で、 『東海道名所図会』 巻之四 「阿波波神社」 では、
この神社が世に「無間山」と称されることを、次のように記している。









































の句もある。先 籬島 作とは異なり、 のほうを詠むものだが、この湖夕の句の中七・下五の部分は、籬島 著 俳諧の作法書『誹諧早作伝』
（注
21）（安永五年刊）に見られる表現であ














羽生紀子氏「流光斎 ・ 春朝斎 ・ 桃渓と狂歌―丸派狂歌サー

































































注１前掲書第三章 「 『都名所図会』 拾遺都名所図会』 考」 。
　
20　「信田杜」の項には、 ほかにも俯瞰図の挿絵に「しくるゝやしのだのもりを庄屋が嫁」 籬島自詠がある。
　
21　
架蔵本による。
付記
　『男踏歌』所載の籬島社中 狂歌を御教示くださいました中野眞作先生と小林ふみ子先生に深謝申し上げます。本稿執筆にあたり、茶梅亭文庫御所蔵『男踏歌』を使用させていただきまし 。厚く御礼申し上げます。
（ふじかわ
　
れまん／本学准教授）
キーワード＝秋里籬島、狂歌、男踏歌
